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Adopting the perspective of media studies,this essay is an attempt to explore and reorganize
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る“an agency or means of doing something”（The New Oxford Dictionary of English）という意
味があり，それも現役の用法として生きている。マクルーハンの有名な「人間の能力を拡張するもの」








































































が多いなどと説明されるであろう。“Parting is such a sweet sorrow.”は論理的には撞着している













































































































































































































































































































































































































? 冨原芳彰 編『文学の受用 現代批評の戦略』（研究社出版，1985）pp.39-40.
? ギルバート・アデア，上掲書，pp.96-97.
? 東浩紀『存在論的，郵便的』（新潮社，1998）p.337.
? ギルバート・アデア，上掲書，pp. 98-99.
? 『小林秀雄全作品』第６巻（新潮社，2003）p.166.
? 湯浅八郎述・田中文雄編『民芸の心』（国際基督教大学博物館 湯浅八郎記念館，1978）p.54.
? ロラン・バルト，上掲書，p.101.
? ニクラス・ルーマン『社会の社会１』馬場靖雄，赤堀三郎，高橋徹 訳（法政大学出版局，2009）p.396.
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